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かがわの里海づくりについて

（令和３年度県政世論調査結果）

調査期間 令和３年５月１２～６月２日
回答者数 １,７７１人 （３,０００人中）
回答率 ５９.０％

資料４－３
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18～19歳

0.9% 20～29歳

6.0%

30～39歳

10.3%

40～49歳

16.1%

50～59歳

17.2%

60～69歳

24.0%

70歳以上

22.6%

無回答

3.0%

（N＝1,771）

回答者の属性

（年齢）

男性

44.0%
女性

53.0%

無回答

3.0%

（N＝1,771）

（性別）

高松圏域

49.5%

東讃圏域

8.1%

小豆圏域

2.5%

中讃圏域

26.3%

西讃圏域

13.6%

（N＝1,771）

３年未満

6.2%

３年以上～

10年未満

11.8%

10年以上～

20年未満

16.0%

20年以上

62.7%

無回答

3.3%

（N＝1,771）

農林漁業を営んでいる

（家族従業者も含みます）

4.1% 商工業、サービ

ス業、自由業な

どを営んでいる

（家族従業者も

含みます）

13.4%

会社、商店、官

公庁などに勤め

ている（パートも

含みます）

45.9%

主婦・主夫

（家庭の中で

家事が主な

役割の方）

17.7%

無職（学生を

含みます）

15.4%

無回答

3.5%

（N＝1,771）

（圏域） （居住年数）

（職業）
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【問１】 あなたは、香川県の海や海辺でのふれあいやレジャーの機会をどのぐらい持ってい
ますか。次の中から１つだけ選んでください。
また、２～５を選んだ方は、よろしければ、その内容もお聞かせください。

機会がない

63.6%

数年に1回程度

10.7%

年に数回程度

17.7%

月に1回程度

4.1%

週に1回以上

2.5%
無回答

1.4%

（N＝1,771）

１ 機会がない
２ 数年に１回程度
３ 年に数回程度
４ 月に１回程度
５ 週に１回以上
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【問１】 あなたは、香川県の海や海辺でのふれあいやレジャーの機会をどのぐらい持ってい
ますか。次の中から１つだけ選んでください。
また、２～５を選んだ方は、よろしければ、その内容もお聞かせください。

全体 620 人

（1） 海レジャー（海水浴、釣りなど） 293 人

（2） 散策（ごみ拾い含む） 220 人

（3） 屋外レジャー（キャンプ、バーベキュー、花火など） 43 人

（4） ドライブ 9 人

（5） その他 72 人

（6） 無回答 34 人

グラフ単位：(％)

回答数

100.0 

47.3 

35.5 

6.9 

1.5 

11.6 

5.5 

香川県の海や海辺でのふれあいやレジャーの機会にどのようなことを行っているか
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【問２】 あなたは、「香川の海」について、どの程度満足していますか。項目ごとに、それぞ
れ１～５のうち、あてはまる番号を１つだけ選んで、○をつけてください。

(1) (2) (3) (4) (5)

満

足
し

て
い

る

ま

あ
満

足
し

て
い
る

ど

ち
ら

と
も

い
え
な

い

や

や
不

満
で

あ
る

不

満
で

あ
る

無

回
答

凡例

美しい海（ごみがない、水質がきれい、

景観など）
1,771 人

生物が多様な海（魚が豊富、様々な生物

が生息など）
1,771 人

交流と賑わいのある海（海のレジャー、
アートなど）

1,771 人

グラフ単位：(％)

回答数

6.6 

7.2 

6.0 

34.9 

36.3 

30.1 

32.0 

40.4 

47.5 

16.3 

9.2 

8.5 

6.7 

2.6 

3.0 

3.5 

4.3 

4.9 
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【問３】 あなたが思い描く「香川の海」の望ましい姿、あるべき姿とはどのようなものですか。
次の中から３つまで選んでください。

全体 1,771 人

（1） ごみのない海 1,458 人

（2） 水質のきれいな海 1,219 人

（3） 海の幸（魚介類）が豊富な海 916 人

（4） 多島美など、景観の美しい海 638 人

（5） アートなど、人が訪れ、交流を広げる海 293 人

（6） 海水浴やカヤックなど身近に楽しめる海 251 人

（7） 伝統的な文化が息づく海 140 人

（8） スナメリやウミホタルに会える海 115 人

（9） その他 18 人

12 人

グラフ単位：(％)

回答数

無回答

100.0 

82.3 

68.8 

51.7 

36.0 

16.5 

14.2 

7.9 

6.5 

1.0 

0.7 
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【問４】 あなたは「里海」という言葉や意味をどの程度知っていますか。次の中から１つだけ
選んでください。

１ 言葉も意味も知っている
２ 言葉は知っているが、意味
はよく知らない
３ 言葉も意味も知らない

言葉も意味も

知っている

13.6%

言葉は知ってい

るが、意味はよく

知らない

41.5%

言葉も意味も知

らない

43.7%

無回答

1.2%

（N＝1,771）
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【問５】 「里海」とは、海だけでなく、海の生態系に大きな関連を持つ山や川、そして、私たち
が生活する里（まち）も含めて、海域・陸域を一体的に捉え、人が適切に関わることで
守り育む「豊かな海」のことです。
香川県では、全県域・県民みんなが参加する「里海づくり」を推進していますが、そ
のことを知っていますか。次の中から１つだけ選んでください。

１ 知っている
２ 聞いたことはあるが、何を
やっているのかよく知らない
３ 知らない

知っている

7.0%

聞いたことはあるが、

何をやっているのか

よく知らない

32.1%

知らない

59.9%

無回答

1.0%

（N＝1,771）
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【問６】 「里海づくり」は、活動の場所、取り組み内容など、とても多様です。香川の山や川、
海などの環境保全のために取り組んでいることや、参加したことのある活動はありま
すか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。

全体 1,771 人

（1） ごみをポイ捨てしない 1,403 人

（2） 家庭から油や固形物を流さない 910 人

（3） 節水 793 人

（4） 家庭や地域で花や木などの緑を育てる 732 人

（5） 川や水路などの清掃活動 621 人

（6） 洗剤や石けんなどの適量使用 581 人

（7） ３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の実施 486 人

（8） 山や木に親しむ 324 人

（9） 水産物の地産地消 268 人

（10） 海辺・海岸の清掃活動 225 人

（11） 農薬・肥料などの適量使用 215 人

（12） 田畑の積極的な利用 212 人

（13） 間伐材を利用した箸などの利用 145 人

（14） 環境学習 124 人

（15） 山の清掃活動 123 人

（16） 植樹・間伐 102 人

（17） 川に生息する生き物の調査・保全活動 57 人

（18） 川の水質調査 55 人

（19） 海の水質調査 50 人

（20） 海に生息する生き物の調査・保全活動 44 人

（21） 山に生息する動植物の調査・保全活動 35 人

（22） 藻場・干潟などの保全・再生活動 18 人

（23） その他 32 人

127 人

グラフ単位：(％)

無回答

回答数

100.0 

79.2 

51.4 

44.8 

41.3 

35.1 

32.8 

27.4 

18.3 

15.1 

12.7 

12.1 

12.0 

8.2 

7.0 

6.9 

5.8 

3.2 

3.1 

2.8 

2.5 

2.0 

1.0 

1.8 

7.2 

次ページへ続く
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【問６】 「里海づくり」は、活動の場所、取り組み内容など、とても多様です。香川の山や川、
海などの環境保全のために取り組んでいることや、参加したことのある活動はありま
すか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。

全体 1,771 人

（1） ごみをポイ捨てしない 1,403 人

（2） 家庭から油や固形物を流さない 910 人

（3） 節水 793 人

（4） 家庭や地域で花や木などの緑を育てる 732 人

（5） 川や水路などの清掃活動 621 人

（6） 洗剤や石けんなどの適量使用 581 人

（7） ３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の実施 486 人

（8） 山や木に親しむ 324 人

（9） 水産物の地産地消 268 人

（10） 海辺・海岸の清掃活動 225 人

（11） 農薬・肥料などの適量使用 215 人

（12） 田畑の積極的な利用 212 人

（13） 間伐材を利用した箸などの利用 145 人

（14） 環境学習 124 人

（15） 山の清掃活動 123 人

（16） 植樹・間伐 102 人

（17） 川に生息する生き物の調査・保全活動 57 人

（18） 川の水質調査 55 人

（19） 海の水質調査 50 人

（20） 海に生息する生き物の調査・保全活動 44 人

（21） 山に生息する動植物の調査・保全活動 35 人

（22） 藻場・干潟などの保全・再生活動 18 人

（23） その他 32 人

127 人

グラフ単位：(％)

無回答

回答数

100.0 

79.2 

51.4 

44.8 

41.3 

35.1 

32.8 

27.4 

18.3 

15.1 

12.7 

12.1 

12.0 

8.2 

7.0 

6.9 

5.8 

3.2 

3.1 

2.8 

2.5 

2.0 

1.0 

1.8 

7.2 

前ページからの続き
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【問７】 近年、海洋プラスチックごみが国際的な問題となっており、本県の「里海づくり」でも
海ごみを重要課題の一つと位置付けています。瀬戸内海の海ごみは、プラスチック製
品や発泡スチロールなどの生活ごみが大半を占めていますが、海ごみに限らず、あ
なたは、普段の生活が海に及ぼす影響について考えることがありますか。次の中から
１つだけ選んでください。

１ よくある
２ 時々ある
３ あまりない
４ ほとんどない

よくある

19.4%

時々ある

50.6%

あまりない

20.6%

ほとんどない

7.2%

無回答

2.3%

（N＝1,771）
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【問８】 「里海づくり」には、多くの県民の方々の参加が必要です。参加を促すために県が実
施する施策について、どのようなことが重要だと思いますか。次の中から２つまで選
んでください。

全体 1,771 人

（1） 幅広い県民への分かりやすい啓発広報活動 907 人

（2） 学校などの環境教育・環境学習の場としての海の活用 802 人

（3） 里海づくりに参加できる活動の場の提供 618 人

（4） 地域の中心となって里海づくりをけん引する人材の育成 433 人

（5）
企業など社会貢献活動として行う里海づくり活動（例えば、従業
員による海岸清掃など）への支援

416 人

（6） その他 35 人

46 人

グラフ単位：(％)

回答数

無回答

100.0 

51.2 

45.3 

34.9 

24.4 

23.5 

2.0 

2.6 
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【問９】 「里海づくり」の啓発広報活動について、どのような方法が効果的だと思いますか。
次の中から３つまで選んでください。

全体 1,771 人

（1） テレビ・ラジオによる広報 939 人

（2）
里海に関する県民向けの講座や小・中学校などへの出前授業
の開催

905 人

（3） 県・市町の広報誌 763 人

（4） インターネット・ＳＮＳによる広報 607 人

（5） 里海に親しめるフィールドでのイベントの開催 586 人

（6） 新聞広告 362 人

（7） パンフレット・ポスターの作成 337 人

（8） 講演会・シンポジウムの開催 133 人

（9） その他 35 人

35 人

グラフ単位：(％)

回答数

無回答

100.0 

53.0 

51.1 

43.1 

34.3 

33.1 

20.4 

19.0 

7.5 

2.0 

2.0 


